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黒
沢
眞
里
子
文
学
部
准
教
授

が
担
当
す
る
「
英
語
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
」
の
昨
年
度
の
授
業
履
修

者
が
企
画
・
取
材
・
制
作
し
た

向
ケ
丘
遊
園
駅
周
辺
を
紹
介
す

る
英
文
の
タ
ウ
ン
ガ
イ
ド
「M

u
k
o
g
a
o
k
a
Y
u
e
n
T
o
w
n
G
u

i
d
e

」
が
完
成
し
た
。

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
外
国

人
留
学
生
の
手
助
け
を
す
る

「
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
シ
ス
タ
ン

ト
」
を
し
て
い
る
服
部
祐
司
さ

ん
（
現
・
文
学
部
４
年
次
∥
以

下
、学
年
は
今
年
の
も
の
）が
、

「
留
学
生
が
自
分
た
ち
だ
け
で

街
を
散
策
で
き
る
英
文
の
案
内

マ
ッ
プ
が
あ
れ
ば
い
い
の
に
」

と
思
っ
た
こ
と
か
ら
企
画
が
ス

タ
ー
ト
。
７
人
の
履
修
仲
間
が

協
力
を
申
し
出
て
く
れ
、
授
業

の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
決
ま
っ
た
。
ま
ず
掲
載
し
た

い
情
報
を
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ

ン
グ
し
、
飲
食
店
・
公
共
施
設

・
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
と
３
つ

に
分
け
て
、
約
３０
の
ポ
イ
ン
ト

を
取
材
す
る
と
こ
ろ
ま
で
話
が

ま
と
ま
っ
た
。

と
こ
ろ
が
服
部
さ
ん
は
、
中

期
留
学
生
と
し
て
後
期
か
ら
米

・
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
に
留
学
す

る
こ
と
に
。
「
取
材
に
参
加
で

き
ず
心
苦
し
か
っ
た
の
で
す

が
、
信
頼
で
き
る
仲
間
に
託
し

ま
し
た
」。

引
き
継
い
で
活
動
に
当
た
っ

た
の
は
、
野
呂
拓
也
さ
ん
（
文

４
）、北
村
真
見
さ
ん（
文
４
）、

竹
中
恵
太
さ
ん（
文
３
）、
小
椋

郁
恵
さ
ん（
文
３
）、
藤
田
あ
ゆ

さ
ん（
平
２２
経
済
）、
竹
見
航
平

さ
ん（
経
営
３
）。
取
材
先
の
交

渉
、
記
事
執
筆
、
写
真
撮
影
、

レ
イ
ア
ウ
ト
を
行
っ
た
。
前
期

の
み
履
修
の
田
中
一
輝
さ
ん

（
経
済
３
）も
、
夏
休
み
中
の
取

材
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。

英
語
の
文
章
を
作
る
こ
と
は

勉
強
し
て
い
る
が
、
冊
子
を
作

る
の
は
初
め
て
。
そ
こ
で
黒
沢

准
教
授
は
雑
誌
「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
」

を
発
行
し
て
い
る
同
じ
文
学
部

の
川
上
隆
志
教
授
に
相
談
し

た
。
川
上
教
授
は
、
第
４
号
編

集
長
の
古
野
智
章
さ
ん
（
４
年

次
）
を
紹
介
し
、
メ
ン
バ
ー
は

古
野
さ
ん
か
ら
雑
誌
づ
く
り
や

編
集
ソ
フ
ト
・
イ
ン
デ
ザ
イ
ン

の
使
い
方
を
教
え
て
も
ら
っ

た
。
「
同
じ
大
学
の
学
生
が
、

質
の
高
い
雑
誌
を
作
っ
て
い
る

こ
と
に
驚
き
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
上
が
り
ま
し
た
」
と
振
り

返
る
。

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら

は
、
オ
レ
ゴ
ン
大
学
か
ら
の
元

留
学
生
で
、
現
在
は
チ
ュ
ー
タ

ー
と
し
て
、
専
大
生
の
語
学
力

向
上
の
手
助
け
を
し
て
い
る
ジ

ョ
ン
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
さ
ん
を

紹
介
さ
れ
、
内
容
の
ア
ド
バ
イ

ス
と
英
文
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
も

ら
っ
た
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
さ
ん

か
ら
、
実
際
に
留
学
生
が
必
要

と
し
て
い
る
情
報
に
つ
い
て
提

案
が
あ
り
、
さ
ら
に
内
容
が
充

実
。
「
一
人
で
は
形
に
な
ら
な

か
っ
た
。
協
力
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
」
と
竹
中

さ
ん
。
野
呂
さ
ん
は
、
「
突
出

し
た
リ
ー
ダ
ー
は
い
な
か
っ
た

が
、
皆
が
そ
れ
ぞ
れ
自
立
し
、

責
任
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

い
た
」
と
話
す
。

帰
国
後
、
完
成
し
た
ガ
イ
ド

を
見
た
服
部
さ
ん
は
、
「
留
学

先
で
は
、
自
ら
動
く
こ
と
の
大

切
さ
を
実
感
し
た
が
、
黒
沢
先

生
の
授
業
で
も
、
動
い
て
『
形

に
な
る
』
こ
と
を
皆
が
体
感
し

た
と
思
う
」。野
呂
さ
ん
ら
は
、

「
冊
子
を
駅
周
辺
の
商
店
街
に

持
っ
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、
と
て

も
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
た
。
も
っ

と
取
材
先
を
増
や
し
た
第
２
弾

を
、
と
い
う
依
頼
も
あ
り
、
学

ん
だ
こ
と
が
地
域
貢
献
に
結
び

つ
く
と
い
う
貴
重
な
機
会
と
な

っ
た
」
と
話
し
て
い
る
。

黒
沢
准
教
授
は
、
「
意
欲
の

あ
る
学
生
に
対
し
て
は
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
提
供
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
学

部
の
学
生
が
か
か
わ
っ
た
こ
と

で
、
幅
広
い
視
点
か
ら
の
冊
子

に
な
り
ま
し
た
。
『
向
ケ
丘
遊

園
』
と
い
う
狭
い
エ
リ
ア
で
す

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
本
文
化
を

体
験
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
し
、『
専
大
生
の
パ
ワ
ー
』

を
再
認
識
し
ま
し
た
。
今
回
の

経
験
は
、
学
内
の
リ
ソ
ー
ス
を

フ
ル
に
活
用
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
遂
行
す
る
方
法
や
、
英
語

を
通
じ
て
社
会
と
結
び
つ
く
こ

と
を
学
ん
だ
貴
重
な
機
会
と
な

っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
る
。

冊
子
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
印
刷
が
可
能
（h
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。
こ
の
授
業
の
１

期
生
で
、
起
業
家
を
目
標
と
し

て
い
る
大
菊
健
太
さ
ん（
商
４
）

が
、
技
術
を
提
供
し
た
。
冊
子

は
今
後
、
多
摩
区
役
所
な
ど
に

も
配
布
を
予
定
し
て
い
る
。

５
月
３
日
か
ら
５
日
ま

で
、
明
治
大
学
和
泉
校
舎

で
平
成
２２
年
度
春
季
関
東

学
生
囲
碁
団
体
戦
が
行
わ

れ
た
。
昨
春
の
一
般
一
部

初
昇
格
以
来
、
２
季
連
続

準
優
勝
中
の
専
大
囲
碁
部

は
、
前
季
優
勝
の
早
稲
田

大
を
下
し
、
同
大
と
勝
ち

点
６
、
総
勝

数
２７
の
同
率

首
位
と
な
っ

た
が
、
同
率

の
場
合
は
前

季
リ
ー
グ
の
順
位
が
優
先

さ
れ
る
ル
ー
ル
の
た
め
、

惜
し
く
も
３
季
連
続
で
準

優
勝
と
な
っ
た
。
個
人
で

は
大
熊
悠
人
さ
ん
（
二
部

法
３
）、
福
田
諒
さ
ん（
商

１
）
が
７
戦
全
勝
で
全
勝

賞
を
受
賞
し
た
。

団
体
戦
は
８
校
に
よ
る

総
当
た
り
戦
で
、
各
校
代

表
５
人
の
対
戦
成
績
で
勝

敗
を
決
す
る
。
専
大
は
第

４６
回
全
日
本
学
生
囲
碁
十

傑
戦
・
準
優
勝
の
大
熊
さ

ん
、
第
５３
回
全
日
本
学
生

本
因
坊
・
第
３
位
の
王
景

弘
さ
ん
（
商
４
）
を
中
心

に
、
横
浜
国

大
、
中
央
大

に
ス
ト
レ
ー

ト
勝
ち
。
３

戦
目
で
慶
応

大
に
惜
敗
し

た
も
の
の
、

以
降
は
順
調

に
勝
ち
を
重

ね
た
が
、
優

勝
に
は
あ
と

一
歩
届
か
な

か
っ
た
。

大
熊
さ
ん
に
誘
わ
れ
て

入
部
し
た
福
田
さ
ん
は

「
う
ま
く
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
、
対
局
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
た
こ
と
が
、
賞
に

つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
、
同
学
年

の
鈴
木
達
也
さ
ん
（
ネ
ッ

ト
情
報
）
と

と
も
に
「
４

年
間
頑
張
り

ま
す
」
と
今

後
の
意
気
込

み
を
語
っ
た
。

代
表
の
金
子
太
一
さ
ん

（
経
営
４
）
は
「
準
優
勝

で
も
悔
し
さ
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
専
大
を
含
む
上
位

き
っ
こ
う

４
校
の
力
が
年
々
拮
抗
し

て
い
く
な
か
、
部
内
リ
ー

グ
を
行
っ
て
出
場
選
手
を

せ
っ

さ

た
く

ま

決
め
る
な
ど
、
切
磋
琢
磨

す
る
こ
と
で
実
力
が
上
が

っ
て
き
ま
し
た
。
夏
に
は

駒
澤
大
と
合
同
合
宿
を
開

催
し
て
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
、
秋
季
こ

そ
優
勝
で
き
る
よ
う
精
進

し
ま
す
」
と
話
し
た
。

専修大学フィルハーモニー管弦楽団

（以下、専フィル）のアトリウムコンサ

ートが６月１０日、生田キャンパスで行

われた＝写真。「クラリネットとファ

ゴットのための二重奏」など全５曲を

演奏し、休憩する学生たちを和ませた。

１８時３０分から（１８時開場）川崎市多

摩市民館大ホールで「第２３回サマーコ

ンサート」を開催する。演奏曲目は「ド

ヴォルザーク／交響曲第８番ト長調」

「マーラー／歌曲集『さすらう若人の

歌』」など。入場無料。詳細はホームペ

ージ（http://www.senphil.jp／）で。

本
郷
、
早
稲
田
、
荻
窪
周
辺
…
東

京
に
古
書
街
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、

靖
国
通
り
と
白
山
通
り
が
交
わ
る
神

保
町
交
差
点
を
中
心
に
広
が
る
神
田

神
保
町
古
書
街
は
、
１
８
０
軒
も
の

専
門
店
が
点
在
す
る
世
界
一
の
ブ
ッ

ク
タ
ウ
ン
。

そ
れ
ぞ
れ
の
店
に
は
専
門
の
ジ
ャ

ン
ル
が
あ
り
、
文
芸
、
経
済
、
医
学
、

宗
教
、
美
術
、
文
庫
、
漫
画
、
浮
世

絵
、
洋
書
と
、
店
ご
と
に
得
意
分
野

や
こ
だ
わ
り
を
持
つ
。

今
回
登
場
の
友
愛
書
房
は
、
１
９

５
０
年
創
業
の
キ
リ
ス
ト
教
専
門
書

店
。
聖
書
、
聖
書
研
究
書
、
キ
リ
ス

ト
教
史
、
関
連
書
籍
な
ど
キ
リ
ス
ト

教
に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
古
書
が
並

ぶ
。
蔵
書
数
１
万
。

中
心
と
な
る
聖
書
は
、
明
治
時
代

に
始
ま
る
各
時
代
の
も
の
や
ヘ
ブ
ラ

イ
語
を
は
じ
め
と
す
る
各
言
語
版
が

そ
ろ
い
、
子
ど
も
向
け
も
あ
る
。

か
や

研
究
書
の
数
も
多
い
。
店
主
の
萱

ぬ
ま

げ
ん

沼
元
さ
ん
は
話
す
。
「
キ
リ
ス
ト
教

の
研
究
は
聖
書
の
解
釈
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
か
ら
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
が
あ
り
ま
す
」。

店
の
正
面
に
は
、
ど
っ
し
り
と
し

た
皮
の
背
表
紙
の
『
イ
エ
ナ
版
ル
タ

ー
全
集
』
（
全
１２
冊
・
１
５
６
８
年
）

と

が
置
か
れ
て
い
る
。
和
綴
じ
の
『
新

約
聖
書
使
徒
行
伝
』
（
１
８
７
７

年
）
な
ど
明
治
期
の
貴
重
な
書
も
多

い
。カ

ー
ル
・
バ
ル
ト
著
作
集
、
ア
ル

ベ
ル
ト
・
シ
ュ
バ
イ
ツ
ア
ー
著
作

集
、
賀
川
豊
彦
全
集
、
内
村
鑑
三
全

集
な
ど
著
作
や
全
集
も
充
実
。
ミ
ッ

シ
ョ
ン
系
の
学
校
や
各
地
の
教
会
が

作
っ
た
学
校
史
、
教
会
史
な
ど
珍
し

い
も
の
が
見
つ
か
る
の
も
同
店
な
ら

で
は
だ
。

主
な
顧
客
は
牧
師
や
研
究
者
、
神

学
系
大
学
の
学
生
。
「
地
元
で
は
な

か
な
か
手
に
入
ら
な
い
」
と
上
京
の

折
に
立
ち
寄
る
地
方
客
も
。

経
済
学
界
、
教
育
界
を
リ
ー
ド
、

社
会
問
題
へ
の
取
り
組
み
や
キ
リ
ス

ト
教
研
究
に
も
熱
心
だ
っ
た
故
隅
谷

三
喜
男
さ
ん
も
よ
く
足
を
運
ん
だ
。

「
貴
重
な
書
を
後
世
に
残
す
こ
と

が
大
切
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
」。
萱
沼
さ
ん
は
懐
か
し
む
。

「
友
愛
書
房
」
は
、
日
本
の
社
会

運
動
の
草
分
け
的
存
在
で
、
キ
リ
ス

ト
教
伝
道
者
と
し
て
貧
し
い
人
々
の

た
め
に
生
涯
を
さ
さ
げ
た
賀
川
豊
彦

さ
ん
の
命
名
。
創
業
者
、
故
萱
沼
肇

さ
ん
の
兄
が
、
彼
と
活
動
を
共
に
し

た
こ
と
が
同
店
の
始
ま
り
だ
。
肇
さ

ん
は
、
戦
後
古
書
業
界
の
有
力
者
の

一
人
。
昭
和
初
期
、
専
修
大
学
夜
間

の
経
済
専
科
に
学
ん
だ
。

＊
友
愛
書
房
∥
東
京
都
千
代
田
区

神
田
神
保
町
１
の


☎
０３
（
３
２

９
１
）
６
３
２
７

関

東

学

生

囲

碁

団

体

戦

��１１

黒沢准教授の「英語ライティング」履修者らが英文のタウンガイド作成

英語を通して
地域に 貢 献

勝
ち
点
６
、総
勝
数
２７
で
早
大
と
同
率
首
位

友愛書房

Mukogaoka Yuen Town Guide

キリスト教にかかわるすべての書籍

▶
店
内
正
面
に
は
「
イ
エ
ナ
版
ル

タ
ー
全
集
」
が
…
。
萱
沼
元
さ

ん
の
長
女
・
明
子
さ
ん
（
左
）と

夫
の
耕
平
さ
ん

大
熊

悠
人
さ

ん
（
二
部
法
３
）

福
田

諒
さ

ん
（
商

１
）

個
人
戦
７
戦
全
勝
で
全
勝
賞
を
受
賞

▶
工
夫
を
凝
ら
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト

▲ 黒沢准教授を囲んで～履修者の皆さん～

▲ 秋季リーグ優勝を目指し、練習
に励む部員たち（左から福田さ
ん、金子代表、鈴木さん）

「専フィルサマーコンサート」
６月２４日、多摩市民館大ホールで

▶

店
舗
は
白
山
通
り
に

（１０）２０１０年（平成２２年）６月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４７７号


